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第I章緒 言
わが国の農村に於ける鈎虫淫浸状況は，近年の諸家の調査によれば意外に高率であることを
示している。小宮ωはわが国の農村に於ける鈎虫淫浸率は約 30μ 内外であって，その中には
鈎虫卵陽性率が 80%以上の村落もしばしば認められるとしている。
このことは鈎虫の病害作用とも相侯って，公衆衛生上看過出来ない問題として農村衛生上現
在重要な課題となっている O 従って鈎虫淫浸率を確めることが先決であり，その為には糞便よ
りの鈎虫卵存在の証明を為すことが，現在最も普偏的に用いられている万法であるが，一方鈎
虫の感染の深さを知る為には，種々の方法が考案されている O 佐藤(2)くりい)(りは糞便を塗抹法で
検鏡して，集団の概括的感染程度の表示には使い得るとしているが，他にこの目的のために現
在迄日常よく用いられている方法としては， Stoll氏の切)(7)(8)(9)稀釈算定法がある O 即ち 1回排 
1 
出全尿の各所からの 3.g量の糞便を 45ccの度盛のある大試験管に入れ， 10規定苛性ヅ{ダを
加え，全量を 45ccとし，これに小ガラス球を入れて充分に振重量して完全に混和し，検鏡によ
って混液の 0.15ccの中の虫卵数をポめてその数を 100倍すると，その卵数は 19糞便中の卵
数に相当すると云う，そしてこの万法の前提条件としては第一に 1回排出全尿の各所から，糞
便を採取することによって，その中に含まれる虫卵数が不均衡でないことを前提とし，第二に
充分に振塗しだ大試験管内の虫卵分布状況が平等であることとである。 1回排地全尿内に於け
る鈎虫卵の分布様式に関しては，直接塗抹法では佐藤はポアヅン型分布をなすとしている。従
って， 
( 1 ) 大試験管中の糞便液が充分に混和された時に，その中に於ける虫卵の分布は果して平
等であるか否か。その場合一標本中の虫卵数 (X)の多少による分布状況に差が見られるか否
か。 
(2) 大試験管中の虫卵が平等に分布しているとして，虫卵がー標本中に見出されない確率
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は，母集団の状況に応じて差があるか否か。 
(3) 標本中の虫卵数(標本値X)から，大詰験管(母集団)の母平均 (m)をそのままの
値で推測し得るか否か。 
(4) 大試験管中の虫卵が平等に分布しているとして，検査回数は何回を必要とするか。
以上の諸点が Stoll氏法について解明されねばならぬ。
鈎虫卵の大いさは大約 0.056-.，0.072mm x 0.034--0.04 mmであって， 0.15 cc糞便液の容積
に比較すると虫卵数が比較的に多くない場合は， 0.15 ccの液量に対する鈎虫卵の占める容積
は，非常に小さいと思われるからポアソン分布をするものと思われる0_このことについては，
小平，矢島が第 11回寄生虫学会関東部会でポアソン分布であると報告している。
本篇は 3g蛍便量を大試験管中に入れて混和するまでの手続が，所定の通りに正確に行われ
たものとして，充分振醤混和された大試験管中の虫卵分布状況に関して，上記の 4点を理論的
に吟味したので，ここに報告する次第である
第n章実験方法
第 1項実験材料 
飽和食塩水浮説法によって鈎虫卵を認めた成人及
び未成年者の中より毎日 1回規則正しく排便し，且
虫卵数が余り多くない者を選んで，その 1 ID排出:全
尿を用いた。虫種はすべて排便後より 3時間以内の
糞便について瓦培養を行い，得られた感染期仔虫の
形態によって鑑別を行った。それらはすべてアメリ
カ鈎虫単独寄生であった。尚培養のみならず，駆虫
を行って得られた虫体によって，虫種を最終的に決
定した例もあった。
第 2項実験方法
糞便排i世後， 3時間以内に全尿の性状及び重量を
記載し全尿を充分捜持後，全尿の各部より任意に
糞便を 3g正確に採取し， 45 ccの度盛のある犬試
験問に入れ 1規定苛性ソーダを 45ccの目盛迄満一， 10 
し直径約 3mmの小ガラス球附を入れて，充
分捷持して糞便塊を完全に溶解せしめたο 虫卵分布
状況を調べるためには，正確に 0.15ccの目盛がつい
ているピペットを用レ，充分捜持混和された大試験
管中の糞便液を 0.15cc上記のピペットで採取しそ
の中に含まれる虫卵数を検鏡によって算定した。か
主る操作を各例について， 60~100 回繰り返すこと
によって，標本中に出現する鈎虫卵数を求めた。
第 III章実験成績
実験は次の 5例について一一文が0.32より 12.2迄
の範囲内のものについて一一行った。即ち大試験管
内の鈎虫卵分布が，撹持操作によって液の上下を問
わず平等に分布するならば，その任意の各部からの
0.15 ccの液中に含まれ右鈎虫卵数，即ちー標本中の
卵数の出現度数分布はポアソン分布を示す筈であ
る。
第 1，(7jiJの玄=0.32の場合に於ては，実験によって
得られた 0.15ccの糞便液中の虫卵数に対応した観
察度数から，ポアソン型分布をなす時の期待度数を
算出してが検定を行った。他の例に於てはー標本
中に見出された虫卵数の平方根を採用すると，正規
分布に近似することから，個々の標本値の平方根を
算出して，その観察度数分布と正規型分布との適合
度を作図法によって検定した。即ちー標本中の虫卵
数の平方根としては観察値が 10以下の小さいもの
を含んでし、る場合は X= J/文王立5にZ互換してその
観察度数分布と， X ~こ対応する累積度数を求め， IE
規確率紙の縦軸に望理屋数 xlOOの値を，横軸には
N 
xをとると安量の分布が正規型jを示すならば，
望号理問に安換した値と，此の間には直線
関係が存在することから，それらの各点が直線上に
のる傾向が強い時は， Xは正規分布をなすと推定さ
れ，このことは元に帰つでー標本中に現われる虫卵
数の度数分布がポアソン型分布をなすととを意味す
る。
第 1項 X =0.32の場合
大試験管内の各0.15cc糞便液中の虫卵数平均が 
0.32の時は表 1，図 1に示す様に，大試験管中の各
部より任意に 0.15ccの液を 100回採取しその中
に含まれた虫卵数を検査した結果は，虫卵数がOの
場合の出現度数が69回， 1の場合が24回， 2の場合
が 6回， 3の場合が 1回であった。適合度の検定を
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表 1. 図 2. 大試験管中の虫卵分布状侃 
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行ってみると， χ2= 2.295となって，上記の虫卵分
布様式はポアソシ分布と認めても大過はないと J思わ
95 
れる。 90 
第2項 X=3.5の場合
実際に得られた度数分布は図 2に示す様に N=60
の時に虫卵数が1の場合が8回， 2が9回， 3が 12
UA
n d
Rund
にURM4
・
回， 4が 13回， 5が 12間， 6が3回，、 7が2回， 8 
が0回， 9が 1回であった。虫卵数平方根としての 
x=〆玄干瓦Eと，それに対応する度数から，作図法
で検定してみると図 3に見る様に，各点は直線 f二に
のる傾向が強い。従ってもとの虫卵分布はポアソン
分布を示すと認めても良いと思われる。
第 3項 X=6.5の場合
図4に見る様に，作図法で、検定してみると，各点
は殆んど直線上にのり，このことよりもとの虫卵分
布はポアソン分布と認めても良し、と思われる。
第4項 X=9.5の場合
図5に見る様に，作図法で検定してみると各点は
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表 3.	 表 4.
虫卵数平均=6.5 N= 60 	 虫卵数平均=9.5 N = 60 
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図6. 大試験管中の虫卵分布状況 x =12.2の場合
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表 5. 虫卵数平均=12.2 N= 62 
ザ野!観察度数一件数x1帥 
22.2 3.22 
2.6 5 7 11.2 
11 29.03.0 18 
3.3 13 31 50.0 
3.6 9 40 64.5 
7 473.8 75.8 
64.1 53 85.4 
44.3 57 91.9 
60 96.74.5 3 
24.8 62 100.0 
殆んど直線とにのり，このことより元の虫卵分布は
ポアソン分布をなすと認められる。
第5項 X =12.2の場合
実際に得られた虫卵数による度数分布は図 6に示
す様に虫卵数9及び 10を頂点とする分布を得たが，
作図法で検定してみると図 7に示す様に，各点は殆
んど直線上にのり， もとの虫卵分布はポアソン分布
をなす、と認められる。
第 IV章者 察
大試験管内の糞便混液の単位容積中 (0.15cc)の
鈎虫卵の分布は，ー標本中に見出される虫卵数が 12
以下の場合には，ポアソシ分布をなすと考えても妥
当であることは，先の小平，矢島の実験成績から
ら叉著者の今回の成績に徴しでも明らかなことで
ある。即ちー標本中の鈎虫卵数が比較的少い場合に
第 V章結
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は大試験管内の虫卵分布状況がポアソン分布をなす
として，以下の理論的考察を進める根拠となると考
えられるが，ー標本中に見出される虫卵数が多い場
合の検討については，未だ確たる報告がないが，こ
の点については，他日にふれる。
論
鈎虫感染程度を測定するための定量的検査法としての Stoll氏法について，その大試験管内
の虫卵分布状況を，単位容積の糞便液中 (0.15cc)の鈎虫卵数が比較的少い場合について検し
たが，ポアヅン分布をなすと認められる。
捌筆するに当り，終始御指導並びに御校闘を賜わりました恩師柳沢教授に深謝し，併せて種々
御助言を賜わった水野講師に感謝します。
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